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Arcserve UDP エージェントを設定する前に 

ここでは、Arcserve UDP エージェントを利用しクラウドストレージへバックアップ 

を行うための事前設定について説明します。 

 

はじめに 

      当マニュアルに記載している手順は次の環境のバックアップを想定して記載しています。 

■サーバ OS のスペック 

サーバ OS Windows Server 2019 

コンピュータ名 win2019 

CPU 2.6GHz 

メモリ 4GB 

C ドライブ 40GB 

E ドライブ 100GB 

 

■Arcserve UDP エージェントのバージョン 

Arcserve Unified Data Protection エージェント バージョン 8.1 

・Arcserve Unified Data Protection エージェントは C ドライブにインストール済み 

・E ドライブに「BackUp」フォルダを作成し、保護設定のバックアップ先として指定 

・C ドライブに「Temp」フォルダを作成し、ファイルコピーソースとして指定 

 

■クラウドストレージへのバックアップ先 

・本資料では、クラウドストレージ（MJS クラウドバックアップ）を指定 

・クラウドストレージ上に「icccb」という名前で新規にバケットを作成 

 

 

１ 
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注意点） 

Arcserve UDP で直接 MJS クラウドバックアップを使用する場合（※１）、バックアップ保存先として

は指定できません。 

UDP 自体で処理したバックアップデータのうち、特定のファイルもしくはフォルダの定期的なコピーの保存先

となります。 

※１ UDP で NAS にバックアップ処理する場合は対象ではありません。このような環境では NAS からクラ

ウドストレージに同期処理する方式で対応してください。 

 

設定を始める前に、「BCP リモートバックアップサービス登録通知書」をご準備ください。 
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Arcserve UDP エージェントの設定 

クラウドストレージへのバックアップ設定を行います。 

 

 

Arcserve UDP エージェント管理画面へのログイン 

 

① Arcserve UDP エージェントの管理 

コンソールを開き、「ログイン ID」「パスワード」 

を入力します。 

 

入力後「ログイン」ボタンをクリックします。 

  ※ID、パスワードは、お客様管理の情報 

 

 

② 右の画面が表示されたら 

ログイン完了です。 

 

 

 

 

        

  

１章 

１ 
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新規バックアップの設定 

 

① 「設定」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

② 「保護設定」 - 「バックアップ先」で、 

対象 PC の別ドライブ、 

もしくはローカルネットワーク上で 

バックアップの保存先を指定します。 

 

本資料では、「E:\BackUp」フォルダを 

バックアップ先として指定します。 

        

 

 

③ 「ファイルコピー設定」 - 「ソース」で 

ファイルコピーを有効にします。 

 

本資料ではバックアップ後に毎回ファイル 

コピーを行うよう 「ファイルコピーの間隔」  

に「1」を指定します。 

 

設定後[追加] をクリックします。 

 

※ この設定で「3」を指定した場合、3 回 

バックアップが実行された後ファイルコピーが実行されます。 

 

  

 

 

２ 
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④ 「ファイルコピーソース」にバックアップ対象の 

 フォルダを指定します。 

 本資料では「C:\Temp」を指定します。 

 

⑤ 「ソース フィルタ」を設定することで 

バックアップするファイルの種類を指定 

できます。 

 

   本資料では「ファイルコピーソース」内の全て 

   のファイルを対象として指定します。 

     

 

⑥ 「追加」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 一覧に追加されていることを確認し、 

  「OK」ボタンをクリックします。 
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⑧ 「ファイルコピー設定」 - 「ディスティネーション」を 

メニューから選択します。 

 

「クラウドへのファイルコピー」を選択し、「設定」 

ボタンをクリックします。 

 

 

⑨ 「表 1」の通り、クラウドサービスの設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※1  

[追加] ボタンをクリックして新規に作成するバケット名を入力します。 

入力後、「as-コンピュータ名-バケット名」 の形式に変換されます。 

 

本資料では、コンピュータ名「win2019」、バケット名「icccb」 

で作成しているため、「as-win2019-icccb」に変換されます。 

 

[接続テスト] をクリックすることでクラウドストレージに存在する 

バケット名の一覧が表示されます。 

 

またクラウドストレージ上では、 

 「as-コンピュータ名-2d バケット名」 に変換されます。 

 

本資料での例では、「as-win2019-2dicccb」に 

変換されます。 

 

クラウド サービス Amazon S3 互換 

クラウドのエンドポイント icss.icc-cloud.jp 

アクセス キー ID BCP リモートバックアップ 

サービス登録通知書 

を参照下さい。 

シークレット アクセス キー BCP リモートバックアップ 

サービス登録通知書 

を参照下さい。 

バケット名 本資料では「icccb」 

※1 でバケットを作成 

表 1 
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⑩ 「接続テスト」をクリックし、 

「クラウドへの接続が利用可能です。」の表示を確認して、 

  「OK」ボタンをクリックします。 

 

 

⑪ 「OK」ボタンをクリックし更新します。 

  

      

 

 

 

 

 

⑫ 「設定の保存」ボタンをクリックします。 

        これで、バックアップの設定は完了です。 

 

 

 

 

 

 ※Arcserve UDP を利用したバックアップは、直接クラウドへバックアップするのではなく、一旦、別ドライブ

（別パーティション、別ドライブ、NAS 等）にバックアップされたデータが、バックアップ後にクラウドにコピーされる

流れになります。 
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バックアップの確認 

バックアップジョブを実行してバックアップが取得出来るか確認を行います。 

 

バックアップジョブの実行 

       

① 「今すぐバックアップ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「フル バックアップ」を選択し、 

  「OK」ボタンをクリックします。 

   

  ※バックアップ名は任意です 

  

 

 

 

 

 

※バックアップが正常に行われていることを確認するため、定期的に「バックアップデータの確認」を行っ

てください。 

 

  

２章 

１ 
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バックアップデータの確認 

 

① バックアップ完了後、バックアップ先の 

フォルダ「E:\BackUp」にバックアップが 

取得されていることを確認します。 

 

 

 

② ブラウザを開いて、「BCP リモートバックアップ 

サービス登録通知書」に記載されている 

管理サイト URL にアクセスし、 

「グループＩＤ」、「ユーザーID」、 

「パスワード」を入力後に、「ログイン」ボタン 

をクリックします。 

 

③ 「as-win2019-2dicccb」という 

  バケットの中身を確認します。 

  

 

④ 「ca_root_win2019/」 → 「c/」 →  

「temp/」の中にバックアップファイルが 

作成（ファイルコピー）されていることを 

確認します。 

 

※ローカルネットワークにバックアップされた 

ファイルの種類【①】と、 

クラウドにバックアップ（ファイルコピー）された 

ファイルの種類【④】は異なります。 
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【改訂履歴】 

版数 発行日 内容 

第 1版 2022年 4月 20日 初版発行 
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